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大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

（以
下
、
青
年
部
）
は
４
月
１５
日
、
Ｊ
Ｒ
蒲

田
駅
近
く
の
大
田
区
民
ホ
ー
ル
ア
プ
リ
コ

で
、
第
６０
回
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。
大

田
工
業
連
合
会
の
広
瀬
安
宏
会
長
、
鈴
木

晶
雅
大
田
区
長
の
代
理
で
あ
る
大
田
区
産

業
経
済
部
の
青
木
毅
部
長
な
ど
、
来
賓
含

む
４
名
が
出
席
し
た
。

総
会
の
冒
頭
、
奥
山
隆
行
青
年
部
委
員
長

（日
新
電
気
株
式
会
社
社
長
）
が
登
壇
。
今

回
の
総
会
で
勇
退
と
な

っ
た
奥
山
委
員
長

は

「本
当
に
あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
だ
っ

た
。
例
年
通
り
の
行
事
で
は
あ
る
が
少
し

ず

つ
改
善
を
重
ね
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
に
催
行
す
る
事
が
で
き
た
。

委
員
長
は
交
代
す
る
が
、
今
後
も
青
年
部

の
仲
間
と
し
て
尽
力
し
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告

と
収
支
決
算
報
告
、
令
和
８
年
度
の
事
業

計
画
と
収
支
予
算
に
つ
い
て
説
明
と
採
決

が
行
わ
れ
た
。
令
和
７
年
度
は
、
景
気
に

穏
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
抱
え
な
が
ら

推
移
し
た
。
原
材
料
の
高
騰
や
円
安
な
ど
、

我
が
国
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
だ

っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
中
、
青
年

部
は
、　
一
泊
二
日
の
新
旧
委
員
引
継
研
修

会
や
、
六
郷
工
科
高
等
学
校
の
生
徒
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ツ

シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
」
の
開
催
、
い
わ
き
市
で

の
工
場
見
学
会
を
実
施
。
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ

ウ
ヨ
コ
ハ
マ
２
０
２
６
に
も
出
展
し
た
。

令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
と
し
て
、
会
員

企
業
の
経
営
方
向
上
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
た

（詳

細
は
別
表
参
照
）。
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ

ｉ
Ｏ
の
耐
震
改
修
工
事
の
影
響
で
、
令
和
７

年
度
は
休
会
と
な
っ
た
町
工
場
バ
ン
ド
の
音

楽
イ
ベ
ン
ト

「ザ

・
パ
ー
テ
イ
１
２
０
２
６
」

を
５
月
１６
日
に
開
催
し
た
。
令
和
７
年
度

の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
報
告
、
令
和
８

年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。
会

場
か
ら
の
推
薦
を
受
け
、
Ｙ
Ｍ
ク
ラ
ブ
所

属
の
林
田
由
加
里
さ
ん

（〈株
）
泰
信
製
作

所
社
長
）
が
満
場

一
致
で
選
任
さ
れ
た
。

副
委
員
長
に
は
工
和
成
年
会
所
属
の
村
上

雄
大
さ
ん

（〈有
〉
村
上
精
機
専
務
）、
監

事
に
は
奥
山
隆
行
前
委
員
長
が
選
ば
れ
た
。

来
賓
挨
拶
と
し
て
広
瀬
会
長
が
登
壇
。

「青
年
部
は
、
研
修

・
親
睦

。
地
域
貢
献

・

次
世
代
育
成
が
大
事
。
次
世
代
の
大
田
区

の
工
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
皆
様
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

総
会
の
後
は
、
隣
室
で
懇
親
会
を
開
催

し
た
。
林
田
新
委
員
長
は

「青
年
部
の
行

事
は
準
備
過
程
で
集
ま
り
話
を
で
き
る

こ
と
が
強
み
。
皆
様
の
お
力
を
借
り
て
青

年
部
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨

拶
。
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
、
懇
親

会
も
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

第60回青年部定時総会

令和 8年度の主な事業予定

※実施月についてlよあくまで予定であり、変更となる可能性があります。
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第 61回定時総会

ザ・パーティー2027

テクニカルショウヨコメヽマ
2027

忘年会

OTAふれあいフェスタ

講演会

60周年記念式典

工場見学会

納涼会

新旧委員引継研修会

マッチングセッション
OTA 2026

ザ・パーティー2026

第 60回定時総会

事業名

大田工連青年部

ザ・パーティー
実行委員会

大田工連青年部

大森工場協会
YMクラブ

大田正連青年部

工和成年会

大田正連青年部

蒲田工業
経営研究会

大森工場協会
YMク ラブ

蒲田工業協同組合
木鶏会

広報部会

ザ・パーティー

実行委員会

大田工連青年部

1担当会

3月 27日 (■ )

2月 3日 (水 )～
5日 (金 )

1 1 月 7

8
口
ロ
(

(

土
日
)

)

10月 16日 (金 )

7月 18日 (土 )～
19日 (日 )

6月 16日 (火 )

5月 16日 (土 )

4月 15日 (水 )

備考

令 和 8年
′
度 大 ■ 区「優工場」を募集 します !

人に優しい、まちに優ししゝ 技術・経営に優れた工場を「優工場」に認定は さらに優秀な工場を表彰することによつな

大田区の工業に従事する人のやりがしゝ 生きがいを引き出すとともに大田区工業の振興を図ることを目的としま現

貴工場の優秀性を内外にアピールするチャンスとじて「優工場皆にぜひと応募く,ま■、

応募資格

募集期間

実地調査

最終確認

審  査
認定期間

表 彰 式

特  典

大田区内で生産・加工現場を有した常時稼働している工場 (工場認可が必要)
※工場及び労働環境などの状態が法令等に抵触する場合は対象とならないことがありま曳

令和8年 5月 1日 (金)～ 7月 31日 (金)17時必着
※申し込みを希望される場合には、事前に下記担当までご連絡ください。

令和8年 9月 4日 (金 )、 7日 (月 )、 8日 (火)いずれか 1日 (90分程度)

9月下旬～10月上旬の 1日 (30分程度)

実地調査を踏まえ、10月の審査会にて決定致しま丸
5年間 (令和4年度以降認定を受けた工場は今年度お申込みいただけません。)

令和9年 1月 (予定 )
侵並場

1)協会Webサィトでの紹介  認定工場の概要を掲載し、PRビデオを撮影 。配信する等、インターネットを利用したPRを行います。
2)バンフレットの作成  認定工場のパンフレットを作成し、国内外からの視察や各種窓口 。催事で告知します。
3)贈呈品  。「優工場」プレート ・「優工場」認定証  ・認定工場一覧のパンフレット ・企業紹介パネル  ・企業PR動画 等
4)大田区中小企業融資あつせん制度の優遇「チャレンジ企業応援資金」における中小企業診断士による経営診断が免除されます。※優工場認定期間中に限りま魂
5)おしごとナビ大田区の無料掲載 大田区産業振興協会が運営する求人情報サイト「おし歪とナビ大田区」に求人情報を1年間無料掲載できます。

お問合せ  (公財)大田区産業振興協会 取引支援 (国内外・人財)係 TEL:03-3733-6109 FAX:03-3733-6459
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仕事の進め方とビジネスマナーを学ぶ

大
田
工
業
連
合
会
は
、
５
月
１３
日
か

ら
１５
日
に
か
け
て
、
区
内
中
小
企
業
の

新
入
社
員
に
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
仕
事

へ
の
取
り
組
み
方
を
教
え
る
新
入
社
員

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
会
場
は
大
田

区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
０
３
階
特
別
会
議

室
。
講
師
は
研
修
や
人
材
派
遣
を
手
が

け
る
ア
イ
ン
グ
株
式
会
社
の
猪
田
美
奈

子
氏
。
（株
）
上
島
熱
処
理
工
業
所
、
（株
）

極
東
精
機
製
作
所
、（株
）弘
機
商
会
、
（株
）

三
栄
精
機
工
業
、（株
）
三
功
工
業
所
、
（株
）

昭
和
製
作
所
、
シ
ン
レ
キ
エ
業
（株
）、
（株
）

東
開
製
作
所
、
日
新
電
気

（株
）
の
９
社

か
ら
１３
名
の
新
入
社
員
が
参
加
し
た
。

‐３
日
の
研
修
は
、
９
人
が
３
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
講
義
を
聞
き
グ

ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行

っ
た
。
猪
田
先

生
は
最
初
に
、
社
会
人
に
必
要
な
４

つ
の
意
識
を
教
え
る
。
給
料
の
源
泉
は

顧
客
で
あ
る
こ
と
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

発
揮
す
る
た
め
報
告

。
連
絡

。
相
談
が

必
要
で
あ
る
こ
と
、
コ
ス
ト
意
識
が
重

要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
自
己
を
き
ち

ん
と
管
理
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
挨
拶
の
声
の
出
し
方
、

お
辞
儀
の
仕
方
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

と
し
て
必
要
な
所
作
に
つ
い
て
実
践
形

式
で
学
習
し
た
。

‐４
日
の
研
修
で
は
、
冒
頭
に
席
替
え

を
行

っ
た
。
新
入
社
員
た
ち
は
新
し
い

テ
ー
ブ
ル
メ
ン
バ
ー
に
対
し
自
己
紹
介
。

「挨
拶
を
元
気
に
す
る
」
「人
の
話
を
メ

モ
す
る
」
と
い
う
前
日
の
指
導
を
活
か

し
、
自
己
紹
介
で
は
活
気
の
良
い
声
が

飛
び
交
っ
た
。

「最
近
は
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
で
、
自
分
の
名
前
を
名
乗
ら
な

い
会
社
も
増
え
て
い
る
。
基
本
的
に
会

社
の
方
針
に
従
う
が
、
名
乗

っ
た
方
が

丁
寧
な
対
応
で
あ
る
こ
と
は
覚
え
て
お

い
て
ほ
し
い
」
（猪
田
先
生
）。

新
入
社
員
は
文
房
具
を
電
話
に
見
立

て
つ
つ
、
電
話
を
受
け
る
、
か
け
る
、

伝
言
メ
モ
を
作
成
す
る
、
な
ど
い
く
つ

か
の
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
練

習
を
重
ね
た
。
そ
の
後
は
、
来
客
対
応

方
法
や
、
応
接
室
や
会
議
室
で
の
席
カ

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
授
業
が
行
わ
れ
た
（

‐５
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
ヘ
の
取
り
組
む
盗

勢
や
、
報
告

・
連
絡

・
相
談
の
重
要
性

な
ど
を
学
習
し
た
。

３
日
間
に
渡
る
研
修
を
終
え
て
、
新

入
社
員
た
ち
は
新
社
会
人
と
し
て
の

一

歩
を
踏
み
出
し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る

仕
事
の
現
場
で
、
今
回
の
研
修
内
容
が

大
い
に
役
立
つ
こ
と
だ
ろ
う
。

ヽ
ヽ

猪田先生

最
初
の
講
義
は
、
情
報
の
イ
ン
プ

ツ

ト
、
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
の
重
要
性
だ
。
イ

ン
プ

ツ
ト
に
つ
い
て
は
、
相
手
の
話
を

漠
然
と
聞
く
の
で
は
な
く
、
注
意
深
く

聴
き
理
解
し
よ
う
と
す
る

「傾
聴
」
や
、

相
手
の
情
報
を
五
感
で
収
集
す
る

「察

知
」
が
重
要
と
説
明
。
そ
の
後
の
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
で
は
、
新
入
社
員
は

「熱
心

に
話
を
す
る
人
」
と
、
「真
剣
に
話
を
聴

か
な
い
人
」
を
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
、
「傾
聴
■

と

「察
知
」
の
重
要
さ
を
学
ん
だ
。

ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
に
お
い
て
は
、
話
す

内
容
の
全
体
像
を
伝
え
た
上
で
話
の
各

部
分
を
説
明
し
最
後
に
結
論
を
説
明
す

る

「ホ
ー
ル
パ
ー
ト
法
」
、
結
論
か
ら
理

由
、
事
例
、
結
論
の
組
み
立
て
で
話
す

「プ
レ
ッ
プ
法
」
と
い
っ
た
手
法
を
紹
介
。

猪
田
先
生
は

「プ
レ
ッ
プ
法
の
事
例
で

は
、
自
分
の
体
験
に
基
づ
く
話
が
効
果

的
」
と
補
足
。
実
践
パ
ー
ト
で
新
入
社

員
た
ち
は
、
「わ
が
社
の
優
れ
て
い
る
点
」

と
い
う
内
容
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ル
パ
ー

ト
法
と
プ
レ
ッ
プ
法
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ

タ
ー
ン
で
話
し
、
違
い
を
学
ん
だ
。

最
近
で
は
日
常
で
も
電
話
を
す
る
機

会
が
減

っ
て
お
り
、
新
入
社
員
た
ち
に

最
も
役
立

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
が
電
話

の
応
対
方
法
の
授
業
だ
。
猪
田
先
生
は

「電
話
で
は
声
だ
け
が
相
手
を
知
る
情
報

で
あ
り
、
Ｎ
・Ｈ
・Ｋ

（
ニ
ッ
コ
リ
、
ハ
ッ

キ
リ
。
キ
ッ
チ
リ
）
と
し
た
声
が
重
要
。

電
話
に
は
お
金
が
か
か
っ
て
お
り
、
保

留
す
る
時
は
１
分
以
内
に
し
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
具
体
例
を
交
え
て
講
義
し
た
。

応接室でのルール (席次・塁茶)を実践で学ぶ

電話の受け方、かけ方の練習

T寧なお辞儀キ〕学ム,デ 下 I,1,ヽ マ十一 歩確 烈 1,合う事Fス 烹十昌″―六

ｉ
付

占
''

争
”
４

皓

苺 1

輌

ヽ鱒
〆
謁

＼

／

　

Ｆ

年

け

全
７
Ｒ
分



(3)2026年 5月 29日発行 大 田 工 連 第 414

大田区ものづくり等人材確保のための奨学金返還支援制度について

令和8年度より申請期間の要件が緩和 !
「内定後～入社日から3年を経過する日以後における最初の 3月 31日まで」申請可になりました。

令和8年度に
申請できる方

大田区産業経済部産業経済課産業経済担当

(産業振興・ イノベーション)

電  話  : 03‐ 5744-1376

令和 5年 4月 1日以降に
入社された方が対象>

【概 要】

【目 的】

就業者が直接区に申請して、支援金の交付を受けますので、企業様のご負担はありません。

区内中小製造業・運輸業・建設業に就職し、大田区内に居住して奨学金を返済している方 (40歳未満)

に対して、奨学金返還額の半額 (上限 10万円/年)を最長 5年間分 (60か月分)助成します。

区内在住・在勤で奨学金の返済を抱えている就業者を支援することにより、区内中小企業の人材確保を促し、就業者の定着率を

上げるとともに、若年就業者の経済的負担を軽減します。

【対象の就業先となる企業】 以下のすべてに該当する企業に就職した方が、支援金交付の対象になります。

■中小企業基本法に定める中小企業者

・資本金 3億円以下または従業員数300名以下の法人。個人事業主は対象外。
■主な事業内容が、製造業・運輸業・建設業のいずれかであること
。事業売上の 500/0程度以上が、該当する業種であること。賦 業者が提出する履歴事項全部証明書にて確認します。)

■大田区内の本社または事業所等に就業すること
。大田区内の事業所等に就業する方のみ、支援金交付の対象。

【問い合わせ先】 X詳細については、必ず区の HP等を

ご確認ください。

大田工業連合会は、

皆様のご加入をお待ち し、歓迎 します。

一般社団法人大田工業連合会は、東京都大田区に所在する 9つの工業団体、その会員企業約700社が連合し、

地域の工業振興に資する各種活動を行つています。

ぜひ、皆様も地域の工業団体※に加入しませんか !地域の工業団体に加入することで当会会員となります。

レ蒲田工業協会 >(― 社)大森工場協会 >工和会協同組合
>(―社)仲池上商工業振興会 >東京南シー トメタルエ業会

>都南工業給食協同組合 >蒲田工業協同組合

>東京都京浜島工業団地協同組合連合会 >城南島連合会

地域の工業団体に

会費や活動等をお問合せください
>

条件が合えば

ご加入・会の事業にご参加
>

大田正連会員として会員価格で

セミナーをご受講のほか、様々な

支援策の情報を取得いただけます

各種活動は大田工業連合会のホームページからご覧ください

鶉
★ご加入に関するお問い合わせは

(―社)大田工業連合会担当 :浜口 連絡先 :3737-0797https://www.ootakoren.co rr1/
ご加入の手I贋
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この4月から、事務局長に就任し

ました浜□和彦です。

大田のモノづくりの現場に最も近

いところで勤務し、早 1か月が過ぎ

ました。大田区産業振興協会にて「優

工場Jなどを担当していた当時から

20年振りとなりますが、この間、区

内製造業事業所数が全盛期の 9,000

社から年々減少する様を目の当たり

にし、工業会の厳しさを改めて認識

すると同時に企業間の連携強化の必

要性を強く感じている次第です。一

方で、現存する企業の皆様は、各々

が他社にはない強みをもつているの

も事実です。この強みを連携するこ

とで大田のモノづくりを躍進させる

ことが大田工業連合会の使命の一つ

であると思います。2026年度中小

企業白書によれIよ 中」ヽ企業の最大

のリスクは「現状維持Jとされてお

り、まさに経営力を高めるために様々

なことにり

`戦

することが求められる

時代だと思います。

大田工業連合会事務局としても、

経営セミナー、技術指導講習会、各

、種イベントなどを通して、変革の時

代に挑戦する企業様のお役に立てる

よう努めてまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

l|

埼            ,a

ヽ k

翌

林田新委員長

大田工業連合会青年部連絡協議会は 4月

15日 、第 60回定時総会を開催 し、新たな
委員長に大森工場協会YMク ラブの林田由加
里氏 ((株 )泰信製作所社長)を選出した。
ロシアとウクライナ、米国とイランによる戦

争が世界経済を揺 らし、影響は大田区の中

小製造業にも及んでいる。「『仲間回 し』

のネットワーク強化には団体の行事が一役

買つている」と語る林田新委員長に抱負と

展望を聞いた。

―就任の抱負を教えてください。́

「60年の歴史ある会の委員長を務めさせて

いただくことになり、総会で名前を呼ばれた

時は身が引き締まる思いがしました。4団体

の横の繋がりを密にし、連携を深めることで

各社の事業の発展に繋げていただきたいと思

います」

―新年度の事業の目玉はなんですか。

「10月 16日 に東京都港区の八芳園で開催す

る60周年記念式典です。歴代の委員長に参加

してもらい、当時の青年部について話しても

らうコーナーを考えています。新型コロナ禍

の時の教訓などを新規加入された会員に知つ

てもらえればと思います」

「そのほか、マッチングセッションOTA
やテクニカルショウヨコハマヘの共同出展、

OTAふ れあいフェスタでの模擬店、ザ・
パーティーなどの行事も例年通り開催する予

定です。会員の皆様はこれらのイベントに積

極的に参加 していただき、̀横の繋がりを密に

することで多くを学び、自社に役立ててほし

いと思います」

―ありがとうございました。

国の融資制度「マル経融資」をご存畑ですか ?

マル経融資は、商工会議所の推薦にもとづく、日本政策金融公庫の無担保・保証人不要(信用保証協会の保証も不要)の融資制度で筑

融 資対象]従業員20人以下             (2026年
5月 1日現在 )

(宿泊業、娯楽業を除く商業・サービス業5人以下)の法人・個人
[使  週 事業資金(運転・設備資金)         ｀

[返済期間]運転10年以内。設備 10年以内
◆審査の結果、ご希望に添えない場合があります。予めご了承ください。

経営上でお悩みの時   ((予約制。無料》
窓口専門相談をご利用ください
。法律相談 。税務相談・労務相談 ,金融相談

※本相談は、経営に関する相談に限定しております。

[限度額]2,000万円 [利率]2。500/0

※会員非会員を問わずご利用いただけます。

※この融資限度額及び返済期間の取扱いは2027年 3月 31日

日本政策金融公庫受付分までとなります。

※最新の利率については大田支部までお問い合わせ下さい。

※大田区より当初 3年間、支払い利息の 40%が補助されます。

※融資利率は金融情勢により変わる事があります。

※日本政策金融公庫での融資決定時の利率が適用されます。 r東 京商工会議所 大田支部
83734-1621 大田区南蒲田二丁目16番 2号 (テクノボート大樹生命ビル9階 )


